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第２章　損傷と復旧費用・・（ＭＳ明朝14ポイント）中央揃え
（１行空白）

（１行空白）

2.1　適用の方法（ＭＳゴシック10ポイント）

（１行空白）
2.1.1 構造と設計の詳細（ＭＳゴシック10ポイント，一文字さげ）
(1) 構造概要（ＭＳ明朝10ポイント，一文字さげ）
　本文…………
(2) 設計方法の比較（ＭＳ明朝10ポイント，一文字さげ）
　本文…………

　a) 従来の設計方法（ＭＳ明朝10ポイント，一文字さげ）

　b) 新しい設計方法（ＭＳ明朝10ポイント，一文字さげ）
さらに下の項目を設定する必要がある場合には，独自に設定可(①②③，ⅰ)ⅱ)ⅲ)，など)

（１行空白）
2.1.2 試設計結果（ＭＳゴシック10ポイント）
　本文…………
（１行空白）
4.3　費用の算定（ＭＳゴシック10ポイント）

（１行空白）
　本文（ＭＳ明朝10ポイント）…………
（１行空白）

図 4.3.1 構造の概念図（ＭＳゴシック10ポイント）
（１行空白）
本文…………

本文中にでてくる英字はTimes New Romanを使用

（１行空白）

写真 4.3.1 性能確認実験の状況（ＭＳゴシック10ポイント）
（１行空白）
表 4.3.1 材料の特性（ＭＳゴシック10ポイント）

	名　称
	FRP補強材
	強度
	弾性係数
	備　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（１行空白）
　⇒ 一番上の横線のみ１ポイントケイ　他はすべて0.25ポイントケイ　両サイドの縦線は不要
表内の文字はＭＳ明朝９ポイント程度
　　　δmp = θmp (La - Lp/2)
(4.5.1)　　

　　　θmp = (0.021kwpw + 0.013)/(0.79pt + 0.153)
(4.5.2)　　

　　　 Lp = 0.5d + 0.05La
(4.5.3)　　

　　　ここに，δmp
：塑性ヒンジ部の曲げ変形による変位　(m)
[image: image1.wmf]
　　　　　　　 pw
：帯鉄筋比　(%)
　　　　　　　 pt
：引張鉄筋比　(%)

　　　　　　　 d
：断面の有効高さ　(m)

　⇒ 左3文字空け　右2文字空け

　　 英文字記号は添字ともにTimes New Romanのイタリックとし，他はＭＳ明朝（全角）でもよい．
　　 数式作成ソフト（MS WORDに付属）を使うと綺麗に仕上がる．
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（１行空白）
参考文献（ＭＳゴシック10ポイント）
1)
岡村　甫，前川宏一：鉄筋コンクリートの非線形解析と構成則，技法堂出版，1991年５月（ＭＳ明朝10ポイント）
2)
山谷敦，中村光，檜貝勇：回転ひび割れモデルによるRC梁のせん断挙動解析，土木学会論文集，No.620/V-43, pp.187～199, 1999.5（ＭＳ明朝10ポイント）

（１行空白）
（執筆者：＊＊＊＊，＋＋＋＋）<右揃え>

（編あるいは章の途中の場合は，出来るだけ余白を残さないようにする）

（ページの余白設定は，上：25ｍｍ，右：20ｍｍ，左：20ｍｍ，下：20ｍｍとする）
















PAGE  
2

_1097214924.unknown

_1097215474.unknown

